
CL 3 

公認会計士の 岸井慎一と申します。 

 

CPA協会では昨年10月4日に、会計制度委員会報告第13号「退職給付会計に関する実務指針（中間報

告）」を改正して、未認識年金資産の取扱を整理したと記憶していますが、この整理の基本方針たる「退職

給付に係る会計基準」が、13号の改正後、4ヶ月足らずで変更となり（公開草案を出し）、未認識年金資産

の考え方をやめてしまったのはなぜですか？ 

（CPA協会、ASB、と実務指針、会計基準をつくる組織が違うことは認識しています。）  

 

 

つまらない内容で申し訳ございません。 

できればご回答いただけるとありがたいです。 
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